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酒々井町ロゲイニング
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サマリー

チーム平均で、30か所酒々井町のスポットを巡り、酒々井町の様々なスポットを巡ることが
でき、その結果参加者が各々の酒々井町のお気に入りスポットを見つけることができた。

1

チーム平均で、26.6km移動をしており、ハーフマラソンよりも長い距離体を動かし、参加者の
健康に貢献することができた。また、実際に町を自分の足で移動することで歩道の狭さや
整備不足といった町の課題に気づくことができた。

2

全チームのうち、95%が酒々井総合公園を訪問し、ハードやソフトの面から総合公園を
よりよくするアイデアが参加者から生まれた。
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イベント概要
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開催概要

日 時：2024年12月8日(日) 09:00~14:00

会 場：酒々井小学校体育館

受 付：8:00～8:45

主 催：双明商事(株)/(一社)日本ロゲイニング協会

後 援：酒々井町

協 力：千葉商科大学・藏田ゼミ
CUCしすい地域活性化プロジェクト（学生チーム） 

 (株)マグネット (株)片平新日本技研

料 金：中学生以下 5００円/人 高校生以上_1５００円/人
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広報

ポスターを作成し、地域に配布
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イベントレポート
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基本情報

本イベントへの参加者数および、参加者属性は以下のとおり。

参加者居住地

43%の参加者が町外参加者

0 5 10 15

0~20歳

20~29歳

30~39歳

40~49歳

50歳~

参加者居住地

総参加者数は、42名

都道府県 参加者数

東京都 6名

千葉県 5名

埼玉県 5名

神奈川県 2名

町外参加者居住地
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チェックポイントシート
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地図

競技者はアプリ(NaviTabi)と紙地図を利用。
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KPI

競技中に町の
スポットへ訪問

目標値 実績値

1か所/チーム 30か所/チーム

競技中に
総合公園へ訪問 80% 95％

移動距離 5km 26.6km

参加者数 100名 42名

若年層(30歳未満)
参加率 10% 30%
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競技結果

23チームが参加、結果は以下のとおり。

ソロの部*

順位 チーム名 得点
走行距離
(km)

第1位 柳下 大 1433 29.60

第2位 齋藤 佑樹 1433 30.36

第3位 香取 信嘉 1433 30.21

*同点の場合、ゴールが速い順

ファミリーの部

順位 チーム名 得点
走行距離
(km)

第1位 伊藤家 588 19.10

男性チームの部

順位 チーム名 得点
走行距離
(km)

第1位 チーム酒匂2 1008 26.02

第2位 しすいおっさんズラブ 899 18.35

第3位 朝ラー部 755 17.08

混合チームの部

順位 チーム名 得点
走行距離
(km)

第1位 ゆうき 899 -

第2位 チーム柳澤 471 14.24
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参加者全体の航路
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県外参加者の酒々井町への印象

ロゲイニング実施前の酒々井町へのイメージ

イメージが変化した理由は以下のとおり

➢ 壮年の方がランニングをしている場面も多く走りやすいところだと思った。

➢ 城趾や寺社がたくさんあったため。

➢ いろいろな史跡をまわることができたから

➢ 歩いて心境が変化した。

➢ 今日のロゲイニングで感じたから。

・ロゲイニングを通して酒々井町の”のどかさ”や”住みやすさ”を実感した。

・様々なスポットを巡り、酒々井町に対して歴史や文化のイメージが生まれた。

ロゲイニング実施後の酒々井町へのイメージ
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県外参加者のお気に入りスポット

・県外参加者が実際にスポットを訪れることで、
各々が酒々井町の中のお気に入りのスポットを見つけることが出来た。

スポット名 主な意見

本佐倉城趾 地形が面白い、景色がきれい、千葉氏ゆかりのため、雰囲気と景色

飯沼本家 美味しそう、酒蔵だから、お酒が好きなので。

神明大神社 木に囲まれた神社が神秘的に見えた、行くまでの景色が綺麗だった

酒々井アウトレット
人で賑わっていた、ICから近く車でのアクセスがよさそう、人が多す
ぎずのびのび過ごせそう

まるごとしすい 地元産野菜が置いてあることが、わかったから。

八幡神社 神社の参道が雰囲気良かったです、雰囲気が良い

その他
尾上住吉神社(秘境)、besso(雰囲気がよかったので。)、
ふりきりまでの農道(のどかな風景だから)、
イチサラダイニングカフェ(隠れ家みたいなレストラン)
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県外参加者が感じた酒々井町の課題

大区分 件数 主な意見

歩道の狭さ

歩道整備
7

歩道がない道路が多い、歩道の整備（安全第一）、歩いて
回れるけど､舗装がされてなく歩道が狭い、歩道の整備、歩
道が凸凹、車道に歩道が途中で無くなる、歩道のない箇所
があり、危ない  等

耕作放棄地 1 放棄地が多い

イベントの規模 1 催し物が小規模

交通ルール 1 横断歩道を青で渡っているとクラクションを鳴らされた

その他 ー
本屋がない、車がないと移動が厳しい、川や鉄道の横断箇
所が徒歩だと少なく感じた、人が集まる施設が少ない

・参加者の多くが歩道の狭さや整備不足に課題があると感じた。
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県外参加者が感じた総合公園にあったらいいもの

大区分 小区分 詳細

ハード

ランニングコース
起伏を生かしたクロカンコース、
欲を言えばクロスカントリー

遊具
起伏を利用した長い滑り台、
子供が遊べる遊具、ニジゲンノモリみたいな

商業施設 飲食店、カフェ

ソフト

スポーツイベント レースなどの大会がある

その他
頻繁に自分の興味があるイベントが開催され
れば、ペットと遊ぶ

・総合公園を実際に訪れ、ハードとソフトの両面からアイデアが生まれた。
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ロゲイニングの魅力

➢ 「町の知らないところを知れるところ」「歩きながらスポットの勉強になります」
「分かりやすいスポットだけではないその土地の雰囲気を感じられたり、解像度が上
がること」など、街を知る手段として実際にスポットを訪れ、その場所を五感で感じ
ることが出来るロゲイニングが効果的であると感じた参加者が多かった。

➢ 「チームで話し合いながらコースを組んで、街中を歩くところ」や「自分でプランニ
ングしながらいろいろなにスポットに行けるところ」など、ロゲイニングでチームで
戦略を考えることをとおして、チームビルディングが出来た。

参加者が感じたロゲイニングの魅力は下図のとおり。
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当日の様子

地図を持って走る競技者達 下がり松にて

男子ソロの部入賞者麻賀多神社にて酒々井アウトレットにて

長龍寺にて

参加者全員で集合写真作戦をたてる参加者達

ついには完走者も

まるごとフェス看板にて

酒々井総合公園を訪れる参加者

まるごとフェス看板と参加者
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サマリー

チーム平均で、30か所酒々井町のスポットを巡り、酒々井町の様々なスポットを巡ることが
でき、その結果参加者が各々の酒々井町のお気に入りスポットを見つけることができた。

1

チーム平均で、26.6km移動をしており、ハーフマラソンよりも長い距離体を動かし、参加者の
健康に貢献することができた。また、実際に町を自分の足で移動することで歩道の狭さや
整備不足といった町の課題に気づくことができた。

2

全チームのうち、95%が酒々井総合公園を訪問し、ハードやソフトの面から総合公園を
よりよくするアイデアが参加者から生まれた。

3
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研修会

酒々井の魅力・課題
-そして、酒々井の未来へ-

研修テーマ

1 ロゲイニングを通じて感じた
酒々井の魅力と課題を絵で表現

２ 酒々井の課題を一つ設定し、
解決策を議論・発表



21

酒々井の魅力と課題

神社やお寺など歴史ある建物が多い！

道が狭く歩きづらい

観光スポットに駐車場が少ない

酒

猫がゆったりしていて、
当たり前の平和を感じた。

空

不法投棄があった

お金を落とす場所がない

田園風景

歩きづらい

階段が老朽化している

ロゲイニングを通して、自分の目で改めて街の魅力と課題を見て、それを表現することが出来た。



22

酒々井の未来へ(議論の例)

ロゲイニングを通じて、
酒々井の魅力は酒であり、

課題は休耕田がたくさんあること
であると感じた。

魅力と課題

課題の深堀

• 休耕田が生まれる理由としては、①成り手が
いないこと②高齢化が進んでいること が考え
られた。

• ①成り手がいないこと については、成りたいと

思う若い人や都会の人がいても成り方がわ
からないことが課題であると考えた。

• また、②の高齢化は相続の問題が大きく、子
が継がないこと=休耕田が生まれる(負の遺
産が生まれる)ことが問題であると考えた。
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酒々井の未来へ(議論の例)

解決策

農業をしたい若手と休耕田を持っている人を結ぶマッチングの実施

• 行政やJAが主体となり、農業をしたい若手と休耕田を持っている農家をマッチングさせる。

• マッチング成功者にSNSなどでPRいただく、次なるマッチングを促進する。(対価として、ポイントなどをプレゼントす
る。)

• 休耕田の保有から、移住に繋げていく。
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サマリー

ロゲイニングを通して、街を隅々まで歩き回ることで酒々井の魅力と課題を実感することが出
来た。

1

実感した魅力や課題を絵や発表を通して表現することで理解を深めることが出来た。2

実感した課題に対して深堀を行い、解決策を考える訓練を積むことが出来た。3
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